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都市計画マスタープランとは１

都市計画マスタープランとは 都市計画法第18条の2に定める「市町村の都市計画に関す

計画の構成６
都市計画マスタープランとは、都市計画法第18条の2に定める「市町村の都市計画に関す
る基本的な方針」であり、目指すべき都市の将来像と、その実現に向けた都市づくりの
方針を示す計画です。

都市計画マスタープランは、
○対象地域の都市づくりの方針を示す「全体構想」
○対象地域を構成する地域ごとに都市づくりの方針を示す「地域別構想」
○都市の将来像の実現にあたり その考え方や方法を示す「都市づくりの進め方」

策定のねらい２
人口減少や少子高齢化 厳しい財政状況など 社会情勢の変化に対応した都市づくりの

○都市の将来像の実現にあたり、その考え方や方法を示す「都市づくりの進め方」
などにより構成されます。

計画の位置づけ３

人口減少や少子高齢化、厳しい財政状況など、社会情勢の変化に対応した都市づくりの
方向性を示すため、新たな都市計画マスタープランを策定します。

序章 計画の概要・位置づけ

【都市計画マスタープランの構成案】

計画の位置づけ３
都市計画マスタープランは、「上越市総合計画」に即して定める、土木・都市整備分

野のまちづくりの基本方針です 都市整備分野の個別計画の上位計画にあたり 個別計

序章 計画の概要 位置づけ

第１章 上越市の現状と課題野のまちづくりの基本方針です。都市整備分野の個別計画の上位計画にあたり、個別計
画を共通の方向に導く指針としての役割を担います。
都市計画マスタープランは、県が定める「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」
に即して定めます。

第１章 上越市の現状と課題
◆人口、産業、土地利用などの現状
◆都市整備の課題

に即 定 す。

第２章 全体構想 第３章 地域別構想２１世紀新潟県上越市総合計画

上越市 新潟県

１．基本方針
◆目指す都市像

１．地区区分

第 章 体構想 第 章 域別構想２１世紀新潟県
都市政策ビジョン

上越市総合計画

即す

即す

〈各分野の計画〉 ◆目指す都市像
◆人口・産業の将来見通し
◆将来都市構造
◆まちづくりの視点

２．地域別の整備方針
◆○○地区
◆ 地区

〈県の都市計画方針〉
都市計画区域の整備、開発

及び保全の方針

都市計画マスタープラン

地域防災計画

食料・農業・農村基本計画

１．将来目標
２ 全体構想（分野別方針）

○○○○計画

即す

〈各分野の計画〉

２．分野別の方針
◆土地利用方針
◆都市環境形成方針

◆
◆
◆
◆

及び保全の方針

即す

即す

２．全体構想（分野別方針）
３．地域別構想
４．まちづくりの進め方○○○○計画

○○○○計画

個別具体 都市計 ◆都市環境形成方針
◆市街地整備方針
◆都市防災方針
◆都市施設整備方針

◆
◆
◆ 地区

区域区分（市街化区域、市街化調
整区域）の指定土地利用（用途地域、準防火地域など）

都市施設（道路・公園・下水道など）
市街地開発（土地区画整理事業など）

個別具体の都市計画(市決定)

個別具体の都市計画(県決定)

◆都市施設整備方針
・道路 ・公共交通
・港湾 ・公園緑地
・河川 ・下水道

市街地開発（土地区画整理事業など）
その他（地区計画など）

計画対象４

市域全体を一体的に捉えたまちづくりの方市域全体を 体的に捉えたまち くり 方
向性を示す必要があるため、都市計画マス
タープランの対象地域は、都市計画区域の
有無にかかわらず市域全体とします。 第４章 都市づくりの進め方

計画の目標年次５ 都市計画区域

第 章 都市 くり 進 方
◆実現化方策の概要
◆都市計画マスタープランの運用

都市計画マスタープランは、概ね２０年後を目
標として策定します。

平成４６年度（２０３４年度）
（計画期間：平成27年度から平成46年度） 1



都市計画マスタープランの策定の概要について

策定スケジュール８
新潟県都市計画区域に関する提言合併前の都市計画マスタープラン７
新潟県の都市計画区域再編に関する提言

（新潟県都市計画区域再編懇談会）
過

新潟県都市計画区域に関する提言

市
像

合併前の都市計画マスタープラン７

・上越都市計画区域と柿崎都市計画区域を再編
・吉川、頸城、三和、板倉、清里の平地について、都市計画区域拡大を検討
・新井都市計画区域と妙高都市計画区域の統合を検討（H22.3実施済）

過
年
度

町
村

策定年 目標年 基本目標、将来像など

H11年4月 【基本目標】

都市計画上越市の都市計画区域のあり方

上
越
市

H11年4月
（H16年12
月一部改

定）

H27年
（2015年）

【基本目標】
①30万人都市機能の実現に向けた都市づくり
②地球環境都市の実現に向けた都市づくり
③克・利・親雪都市の実現に向けた都市づくり

上越市の都市計画区域のあり方について検討
（上越市都市計画区域検討委員会）

＜検討内容＞

平
成
24

都市計画
基礎調査

有識者５名

定） ③克 利 親雪都市 実現 向けた都市 くり

【将来像】
「ぬくもりと誇りに満ちた 活き生き柿崎」
～生まれてよかった 住んでよかった 柿崎町～ ＜検討内容＞

①上越、柿崎、妙高都市計画区域の再編に関すること
②都市計画区域の拡大・縮小に関すること
③市街化調整区域の土地利用のあり方に関すること

年
度

人 口
（県調査）

により検討
柿
崎
町

H14年度
H32年

（2020年）

生まれてよかった 住んでよかった 柿崎町

【基本目標】
・豊かな環境を享受できるまちづくり

上越市都市計画マスタ プランの検討
上越市都市計画マスタープランの検討

踏まえて・新たな活力をはぐくむまちづくり
・自然と共生したまちづくり
・住民参加型のまちづくり

上越市都市計画マスタープランの検討
（上越市都市計画マスタープラン検討委員会(仮)）

平 ＜検討内容＞
頸
城 年 月

H32年

【将来像】

豊かな自然と躍動する産業が、やすらぎのある生活空間と調和し
たまち

平
成

年
25 土地利用

（市調査）＜都市の将来像＞

＜検討内容＞
・上越市都市計画マスタープランについて検討

上

城
村

H13年3月 H32年
（2020年）

【サブテーマ】
・都市的利便性と農村的のどかさが共存する魅力あるまち
・福祉が充実し快適な生活環境が整った住みよいまち

度 ・都市計画の課題 ・都市づくりの理念・目標 上
越
市

福祉が充実し快適な生活環境が整った住みよいまち

大 H32年

【将来像】
「心和む潮さいのまち大潟」

＜全体構想＞
・土地利用方針
・都市環境形成方針

次
期
総連携

大
潟
町

H13年3月 H32年
（2020年） 【理念】

住民一人ひとりが、この町に住んでよかった、この町に住んでいた
い、住み続けたいと感じられる魅力ある「大潟」の創造

＜地域別構想＞

・地域別の課題整理

・市街地整備方針
・都市防災方針
・都市施設整備方針 等

総
合
計
画

連携い、住み続けたいと感じられる魅力ある 大潟」の創造

中

【キャッチフレーズ】
四季の自然と共生し、住み・働き・遊びが調和した快適環境タウン

平
成
26

都市環境
（市調査）

域別 課題
・地域別の将来像、目標設定
・土地利用、都市施設整備の
方針 等

画中
郷
村

H11年12月 概ね20年先 【基本目標】
・魅力ある就業の場づくり
・村のにぎわいづくり

年
度

26・安心して快適に生涯暮らせる住環境づくり

上越市都市計画マスタープランの策定 次期総合計画策定
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都市計画マスタープランの策定の体制について
都市計画マスタープラン策定検討委員会委員３

検討に必要な視点１
都市計画マスタ プラン策定検討委員会委員３

（所掌事項）
①上越市全体又は地域ごとのまちづくりの基本目標及び将来構造に関すること

交通計画 都市防災都市計画

●専門的な視点

②土地利用の基本方針及び土地施設等の整備方針に関すること
③将来都市像の実現のための施策に関すること
④その他市長が必要と認めること

①災害に強いまちづくり

②拠点とネットワークを強化
するまちづくり

③活力のあふれるまちづくり

まちづくり 農村計画

環 境商業・工業

●地域の視点

目
指
す
都

上越市の
これからの 農業団体③活力のあふれるまちづくり

④豊かな田園・自然と共生す
るまちづくり

分 野 所 属 ・ 役職 氏 名 備 考

都市計 技術科学大学 副学 環境 建設系教授 中出 文

交通事業者 公募市民

環 境商業・工業都
市
像

これからの
まちづくり 地域づくり

農業団体

●広域的な視点

検討体制２

１ 都市計画 長岡技術科学大学 副学長 環境・建設系教授 中出 文平

２ 交通計画 長岡技術科学大学 環境・建設系 准教授 佐野 可寸志

地域整備部

●広域的な視点

学
識
経
験

交通計画 長岡技術科学大学 環境 建設系 准教授 佐野 可寸志

３ 都市防災 長岡造形大学 建築・環境デザイン学科准教授 澤田 雅浩

①有識者等による外部の｢都市計画マスタープラン策定検討委員会｣を組織し検討を進める。
②庁内においては、関係課で検討会議を設置し、市の方針を整理する）。
③検討にあたっては、次期総合計画の策定と連携を図りながら進める。 験

者

４ まちづくり 上越教育大学 人文社会学系 教授 志村 喬

上越市都市計画上越市都市計画 市議会市議会
報告

報告

③検討にあた ては、次期総合計画 策定と連携を図りながら進める。
④市議会、地域協議会へは必要に応じ報告する。

５ 農村計画
新潟大学 自然科学系（農学部） 生産環境科学
科 准教授

坂田 寧代

上越市都市計画上越市都市計画
審議会審議会 地域協議会地域協議会

報告

報告

行政行政((庁内庁内)) 市市 民民

市市 長長

依頼報告

６ 商業・工業 上越商工会議所 専務理事 東條 邦俊

７ 〃 上越市商工会連絡協議会 会長 荻谷 賢一

行政行政((庁内庁内)) 市市 民民

庁内検討会議 都市計画マスタープラン

各

越市商 会連絡協議会 会長 荻谷 賢

８ 環 境 （財）上越環境科学センター 理事 センター長 田村 三樹夫
次
期

庁内検討会議
（庁内関係課による会議）

策定検討委員会に諮る
素案の検討

連携

策定検討委員会

事務局が作成した素案の審議

・学識経験者 ・関係団体等 各
種
団
体
代

９ 農業団体
えちご上越農業協同組合
代表理事 専務理事

笹原 茂

総
合
計

素案の検討

必要に応じ
参加

学識経験者 関係団体等
・行政機関 ・公募に応じた市民

代
表

10 交通事業者
頸城自動車㈱
取締役乗合部長兼観光部長

鳥越 元一

NPO法人自然王国ほその村

計
画 各区総合

事務所

必 応

参加
素
案
提
示

修
正
指
示

素
案
提
示

修
正
指
示

11 地域づくり
NPO法人自然王国ほその村
専務理事

丸山 新

12 〃
カラーコンサルタント、
しゅしゅクラブ 代表

宮崎 朋子
事務局：都市整備部 都市整備課

必要に応じ
協議

都市整備部
内部検討会議
（担当係長級）

協議

しゅしゅクラブ 代表
宮崎 朋子

13 行
政

行 政 上越地域振興局 地域整備部 部長 田辺 敏夫

（担当係長級）

市議会市議会 地域協議会地域協議会

報告 意見 報告 意見

都市計画審議会都市計画審議会

報告 意見

都市整備の方
向性を検討

14

公

公募委員 上原 みゆき庁内検討会議（２１課）
（構成員）

市議会市議会 地域協議会地域協議会都市計画審議会都市計画審議会

公
募
委
員

15 公募委員 桑原 直樹
企画政策部 ： 企画政策課、新幹線･交通政策課、創造行政研究所
防災危機管理部 ： 防災計画課、防災危機管理課
自治・市民環境部 ： 自治・地域振興課、環境保全課、生活環境課
産業観光部 ： 産業立地課、産業振興課、観光振興課、中心市街地活性化推進室

16 公募委員 中村 好男農林水産部 ： 農業政策課、農業振興課、農林水産整備課
都市整備部 ： 都市整備課、道路課、河川海岸砂防課、建築住宅課、生活排水対策課、下水道建設課

※必要に応じ、関係課を追加
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